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水
道
関
係
功
労
者
を
大
臣
表
彰

水
道
関
係
功
労
者
を
大
臣
表
彰

環
境
省
普
及
・
発
展
な
ど
多
大
な
貢
献

管
路
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
転
換
へ

見
え
る
化
・
メ
リ
ハ
リ
を
徹
底

環
境
省
は
１１
月
５
日
、
東

京
・
霞
が
関
の
同
省
会
議
室

で
令
和
７
年
度
水
道
関
係
功

労
者
大
臣
表
彰
を
行
っ
た
。

水
道
の
普
及
・
発
展
な
ど
に

多
大
な
貢
献
を
し
た
行
政
・

業
界
関
係
者
８
名
に
表
彰
状

を
授
与
し
た
。

同
表
彰
は
水
道
の
普
及
促

進
を
は
じ
め
有
益
な
調
査
・

研
究
、
技
術
の
改
善
・
発
明

発
見
、
水
道
行
政
へ
の
協
力

な
ど
に
特
に
功
績
の
あ
っ
た

個
人
を
対
象
と
し
て
い
る
。

ま
た
水
道
事
業
・
水
道
用
水

供
給
事
業
に
従
事
し
、
抜
群

の
功
績
が
あ
っ
た
個
人
を
表

彰
し
て
い
る
。

表
彰
式
で
は
同
省
の
大
森

恵
子
水
・
大
気
環
境
局
長
が

あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
皆
さ
ま

は
水
質
管
理
分
野
で
安
全
な

水
道
水
の
安
定
供
給
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

水
道
は
国
民
生
活
に
不
可
欠

な
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
だ
。
水

道
水
質
に
関
す
る
皆
さ
ま
の

専
門
的
知
見
を
活
か
し
、
安

全
・
安
心
で
良
質
な

水
を
提
供
で
き
る
よ

う
今
後
と
も
努
め
て

い
き
た
い
」と
述
べ
、

受
賞
者
を
称
え
た
。

受
賞
者
は
次
の
と

お
り
（
敬
称
略
）
。

髙
橋
春
夫
（
北
海

道
・
元
札
幌
市
水
道

局
総
務
部
長
職
）
、

安
達
恵
一
（
愛
知
県

・
丹
羽
広
域
事
務
組

合
水
道
部
次
長
兼
水

道
技
術
管
理
者
）
、
鈴
木
由

紀
夫
（
愛
知
県
・
愛
知
中
部

水
道
企
業
団
配
水
課
水
質
検

査
グ
ル
ー
プ
主
任
主
査
）
、

西
川
智
士
（
滋
賀
県
・
元
滋

賀
県
企
業
庁
浄
水
課
水
口
浄

水
場
長
）、門
野
薫
（
前
同
）、

宮
田
雅
典
（
大
阪
府
・
元
大

阪
市
水
道
局
工
務
部
水
質
試

験
所
長
）
、
船
坂
鐐
三
（
三

重
県
・
一
般
社
団
法
人
全
国

給
水
衛
生
検
査
協
会
技
術
参

与
）
、
青
木
隆
生
（
静
岡
県

・
前
同
）

国
土
交
通
省
は
１１
月
５
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中
央
合
同
庁
舎
２
号
館
会
議
室
で
第
９
回
「
下
水
道
等
に
起
因

す
る
大
規
模
な
道
路
陥
没
を
踏
ま
え
た
対
策
検
討
委
員
会
」
（
委
員
長
・
家
田
仁
政
策
研
究
大
学
院
大
学
特
別
教

授
）
を
開
き
、
第
３
次
提
言
の
概
要
案
を
打
ち
出
し
た
。
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
信
頼
性
に
対
す
る
国
民
の
懸
念
を
払

拭
す
る
た
め
、
新
た
な
取
り
組
み
に
向
け
た
５
つ
の
道
筋
を
示
し
た
。
特
に
２
つ
の
見
え
る
化
と
２
つ
の
メ
リ
ハ

リ
を
徹
底
し
、
管
路
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
戦
略
的
・
全
国
的
な
転
換
を
め
ざ
す
。

当
日
は
国
交
省
の
石
井
宏

幸
上
下
水
道
審
議
官
が
冒
頭

あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
本
日
は

全
国
特
別
重
点
調
査
優
先
箇

所
の
最
新
の
実
施
結
果
を
ご

報
告
す
る
。
ま
た
第
３
次
提

言
の
概
要
案
に
つ
い
て
活
発

な
議
論
を
お
願
い
す
る
」
と

要
請
し
た
。

続
い
て
家
田
委
員
長
が

「
埼
玉
県
八
潮
市
の
道
路
陥

没
事
故
発
生
か
ら
１
年
以
内

に
第
３
次
提
言
案
を
ま
と
め

る
こ
と
が
で
き
た
。
下
水
道

を
は
じ
め
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
全
体
の
転
換
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
速
や
か
に
議

論
を
進
め
た
い
」
と
意
欲
を

示
し
た
。

議
事
で
は
全

国
特
別
重
点
調

査
優
先
箇
所
の

実
施
結
果
に
つ

い
て
説
明
。
そ

れ
に
よ
る
と
９

月
末
ま
で
に
調

査
を
完
了
し
た

の
は
約
７
８
５

㎞
で
前
回
報
告

よ
り
１
割
ほ
ど

増
加
し
た
。
１

年
以
内
の
対
策
が
求
め
ら
れ

る
緊
急
度
Ⅰ
の
要
対
策
延
長

は
７３
団
体
が
管
理
す
る
約
７５

㎞
と
判
定
さ
れ
た
。
新
た
に

対
策
が
必
要
な
箇
所
は
茨
城

県
流
域
（
約
１０
・
５
㎞
）
、

埼
玉
県
流
域
（
約
３
・
５

㎞
）
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

５
年
以
内
の
対
策
が
求
め
ら

れ
る
緊
急
度
Ⅱ
の
要
対
策
延

長
は
約
２
４
３
㎞
だ
っ
た
。

空
洞
が
確
認
さ
れ
た
の
は
７

カ
所
で
前
回
報
告
か
ら
１
カ

所
増
加
。
新
た
に
大
阪
府
堺

市
で
判
明
し
、
す
で
に
対
策

は
実
施
済
み
と
い
う
。

第
３
次
提
言
概
要
案
は
①

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
信
頼
性
に

対
す
る
国
民
の
懸
念
②
新
た

な
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
向
け
た
５
つ
の
道
す
じ
③

実
現
に
向
け
た
仕
組
み
づ
く

り
―
―
な
ど
で
構
成
。
こ
の

う
ち
５
つ
の
道
す
じ
は
①
２

つ
の
見
え
る
化
の
徹
底
②
２

つ
の
メ
リ
ハ
リ
が
不
可
欠
③

現
場
（
リ
ア
ル
ワ
ー
ル
ド
）

に
「
も
っ
と
光
を
」
④
統
合

的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
構
築
⑤

改
革
推
進
の
た
め
の
モ
ー
メ

ン
タ
ム
―
―
な
ど
と
な
っ
て

い
る
。

２
つ
の
見
え
る
化
で
は
新

技
術
の
導
入
や
デ
ジ
タ
ル
管

理
体
制
の
早
期
確
立
な
ど
管

理
者
や
担
い
手
に
と
っ
て
の

見
え
る
化
と
市
民
へ
の
見
え

る
化
を
一
体
的
に
推
進
す

る
。
２
つ
の
メ
リ
ハ
リ
で
は

点
検
・
調
査
の
頻
度
や
方
法

な
ど
の
効
率
化
、
対
策
の
優

先
度
の
設
定
や
計
画
的
な
集

約
・
再
編
に
力
を
入
れ
る
方

針
だ
。

検
討
委
は
第
３
次
提
言
を

「
１１
月
中
に
も
と
り
ま
と
め

た
い
」
（
家
田
委
員
長
）
と

し
て
い
る
。

藤
川
幸
造
全
管
連
会
長

４
面
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

第３次提言案示す第３次提言案示す

国交省検討委で活発に意見交換

石井審議官

家田委員長

晴れやかに記念撮影

大森局長
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